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細かいパス回しでチャンスを窺う

Team Ryomaが、前半 5分に先制。
後半 2分には、サンライズ FCのオ
ウンゴールを引き出し、2点目をゲッ
ト！サンライズ FCは、キーパーが
抜かれたシュートをディフェンダー

がファインプレーで止めるなど、あ

きらめないプレーを終始見せた。

●サンライズ FC　0‐2　Team Ryoma ○

▲小学生選手も大人に負けない、
果敢なプレーを見せました。

序盤は接戦を繰り広げ

るが、少しずつ REMOVERSが押し
始め、ハーフラインからのロング

シュートで貴重な 1点を奪取。PIBT 
FCは相手ゴール近くまでボールを
進めるが、REMOVERSの体を張っ
たディフェンスに阻まれ、結局得点

を奪うことができなかった。

● PIBT FC　0‐1　REMOVERS ○
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▲ Team Ryomaのリスタート。 ▲選手を交代で送り出す。
「よしっ、行ってこい！」

▲相手の隙をうかがう PIBT FC ▲待望のゴールにみんなでハイタッチ▲見よ！この身のこなし！！
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▲

サンライズ FC
（左写真）の応援
団と、チーム大波
屋（右写真）のチ
アリーダーたち。

勝てば決勝に進める大事

な試合。Power Rangers 
2008が試合序盤から攻め立てるが、
FC Tasoがカウンターから先制。試
合はそのまま動かず、迎えた後半に

FC Tasoが粘り強い攻めを続け、残
り時間 2分に試合を決める追加点を
挙げた。均衡した試合だったが、FC 
Tasoが決勝への進出を決めた！

○ FC Taso　2‐0　Power Rangers 2008 ●

▲サイドからの強烈な
ミドルシュート！

試合開始直後に EF Language School
が先制し、その後、チーム大波屋も

同点弾を決めるなど、一進一退の白

熱した試合となった。しかし後半に

EF Language Schoolはテンポの良い
攻撃から 1分間に 2点を挙げる。そ
の後、粘りを見せたチーム大波屋だっ

たが、スコアは縮まなかった。

○ EF Language School　5‐1　チーム大波屋●

▲ Power Rangers 2008の、チー
ム全員での必死のディフェンス。

▲ FC Tasoのシュートはキー
パーのリーチを抜けて･･･？！

▲ゴール正面からのシュート！ ▲混戦の中でボールを
まわすチーム大波屋

▲柔らかいボールコント
ロールで相手を抜く！
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